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ライラック‘アナベル'の促成開始時期
佐藤武義・西村林太郎*工藤則子**・佐藤裕則***

(山形県農業総合研究センター園芸試験場・*山形県庁**山形県村山総合支庁・***山形県最上総合支庁)

Forcing Time of Syringa ‘Annabel' Tree after Encountering with Natural Low Temperatur巴

Takeyoshi SATO， Rintaroh NISHlMURAへNorikoKUDO** and Hironori SATO*** 

(Yamagata Int巴gratedAgricultural Research Center Horticultural Experiment Station， 

*Yamagata Pref巴cturalGovernment Office， **Murayama Branch of Yamagata Prefectural Government Office， 

***Mogami Branch of Yamagata Prefectural Government Office) 

はじめに

ライラック‘アナベル'はHawkins，R Fによって Syri増E

oblata subsp. Dilatata Rehd. から育成された早生品種I)であ

り、S.vulgarisの耕音品種と比較して樹勢の凹韮な点が鞘数の

一つである。そのため、春期の自然周才芭切に切り梯収穫を行な

った後で、も新梢の{申長量は大きく、また、花芽の着生が良好な

ことから、連年、切り槙|又穫が可能である。本品種は山形県内

の平坦部においては、自然条件下では4月下旬から 5月上旬に

かけて開花する。淡桃色の花色は季節感を醸成させ、また、多

くの硝オとの彩りの調和が美しいため、フローリスト等の満亘

関係者からは早春期からの出荷が期待されている。一方、他の

落葉性枝物加ドと同様に、促成耕音を行なう際の花芽の伽民覚

醒には低温遭昌が必要となるが、これまで自然条件下で卸昆遭

遇させた場合の促成開昔前コ前進限界期についての知見は少なし、

そこで、、山形県におけるライラック‘アナベル'の普通促成作

型の開発を目的に、ボックス定植樹を供試し、自然条件下でイ底

面葺置させた後、 11目的日温室に入室を行い、萌芽、開花時期お

よび切り枝品質につして検討した。

2試験方法

(1)諒験 1: 2005年度

ライラック‘アナベル'の挿し木由来の2年生ポット苗を2001

年 4月に畑土と籾耕聞巴とビートモスを容積比 1: 1 : 1で混合

した培養士を用い、直径30c皿×高さ 35cmの不織布ポット(培

養士量:20L)に l樹ずつ移植した。移植後、不織布ポットを露

地問場に深さ約20cm埋め込んで樹を養成した。 2003年 11月に

不織布ポットを掘り上げて、底面48cmX32 c皿、高さ 30cmのボ

ックスに入れ、さらに、乾!野方止のため不織布ポット周囲に籾

耕慨を深さ約22cm知真した。 2∞5年4月に地際から約lOcm

の高さで一斉に切り戻し後、基肥 (g/L) として N: PzU5 : KzO 

=0. 30 : O. 30 : O. 36を施用し、新梢を新肢として仕立て、露

地圃場で置床管理した。このボックス定植樹を 11月28日から
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の温室に順次入室し、萌芽、開花時期および切り枝品質調査を

行なった。促成開始から萌芽までの日数を萌東庁要日数、収穫

までの日数を至l庇日数とした。収穫は頂花房のノl唱が50%以上

開花した時を目安とし、着花枝の基部から切り取り、収穫日と

して表した。誤験規模は1区2樹としj己

(2)誤験2:2006年度

訴験lと同じ養成年数のボックス怠植樹を供試した。 2006年

3月に地際から約lOcmの高さで一斉に切り戻し後、言匂食lと同

様に刷巴し、着花枝を仕立てた。このボックス定植樹を 12月3

日から 31日まで 14日間隔で、誤験lと同様の温室に)1質次入室

し、調査を行なった。諒験規模はl区4樹とした。

(3)試験3:2007年度

2005年に挿し木・発根させたポット苗を翌春に露地へ崩笹し、

2007年 12月まで養成した樹を香験 1と同様の組成の培養土を

用い、底面20cmX20 cm、高さ 37cmのボックス(培養士量:15L) 

に I樹ずつ移植して供試した。 2007年 12月 15日から 30日ま

では 7~8 日間隔で、 2008 年 1 月 15 日から 4 月 15 日までは 13

~19 日間隔で言撤 l と同様の温室に順次入室し、調査を行なっ

た。誤験規模はI区2樹とした。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)試験1: 2005年度

入室からの萌荊庁要日数は 12月 12日区が 25日と最も短く、

次いで12月5日区が43日となり、 11月28日区は75日と長か

った(図 1)。入室からの到花日数は、 12月 12日区が41日と

最も短く、次いで 12月 5日区が59日となり、 11月 28日区は

87日と長かった。到花日数の区間差は、萌荊庁要日数の影響が

大きく，萌芽から収穫までの日数には大差がなかった。収穫日

は、 12月 12日区が 1月 21t3と最も早く、次いで 12月5日区

が2月2日となり、 11月28日区は2月23日と遅くなり、 f尼戎

開安部孝期の)1慎にはならなかった。切り枝品質については、 12月

12日区では花房の伸長が良好であったが、 11月28日区と 12月

5日区では劣った。そのため、商品枝率は 12月 12日区が 78%

と高かったが、 11月 28日区と 12月5日区はそれぞれ郷、 1舗

と低かった(データ略)。
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(2)持食2: 2006年度

萌菊ヲ?要日数は 12月 31日区が 11臼と最も短く、次いで 12

月17日区が1913となり、12sl 3日区は40臼と長かった(関2)。

到花日数は、 12月 31日区が 28日と最も短く、次いで、 12月 17

日区が 38日となり、 12月3日区は60臼と長かった。jJJ:tt日数

の区間差は、萌芽所要日数の影響が大きく，萌芽から収穫まで

の日数には大羨がなかった。収穫白は、 12月 17日区が 1月 24

日と最も早く、次いで 12月 31日区が 1月 28日となり、 12月3

日区は2月2日と遅くなり、{足成開主部寺期の)1頂にはならなかっ

た。切り校品質については、 12月 17日区と 12月 31日区では

花房の伸長が良女子で、あったが、 12月3臼区で、は劣ったため、商

品校率は 12月 17日区と 12月 31日区がそれぞれ82%、95%と

高く、 12月3臼区は3聞と低かった(図 3)。

(3)部験3: 2007年度

2007年 12月中旬以降の促成開始では、萌芽所要日数は 12月

30日区が 1113と最も短く、次いで 12月 23白区が 16日、 12月

15日区が 20日となった(関心。到花日数は、 12月 30日区が

31日と最も短く、次いで 12月 23白区が 3613、12月 15日区は

40臼と長かった。到花日数では、萌芽から収穫までの日数には

差が認められなかった。収穫日は、 12月 15臼区が 1sl 24日と

最も早く、次いで 12月 23日区が 1月 28日となり、 12月初日

区は1sl 30臼と促成樹安部寺期の順に早くなった。切り校品質は、

いずれの入案日で、あっても花房の伸長に問題なく、商品枝率が

12月 1513区、 12sl 23日区、 12月 30日区において、それぞれ

79%、90%、94%と高かった(データ船。

2008年1月中旬以降の促成開始では、萌芽所要白数は 1sl 15 

日区から 2月 213区までは9日を短くなり、 2月 16日区から 3

月 15 日区では 6~7 日とさらに短くなった。至1J:tt日数は、 2 月 2

B 区までは 19~21 日と短くなり、 2 月 16 日区からは 3 月 15 日

区では 15~16 13さらに短くなった。収穫日は、促;成問責伊寺期の

の)1際に早くなり、 1月 1513 B:は2月 14日となり、その後の促

成開畑繍4月 15日区まで、 )1駄に収穫となった。切り校品

w w W W 100 

(自)

臨1 促成開安部寺期と萌荊庁要日数および到花日数(誌験1)

図3 促成開貴台時期と開松伏況(季犠会2)

左から 12月3日区、 12月17日区、 12月31日区
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震は各区とも良好で、あった(データ略)。

これまでライラックの白剤材卸こっし、ては、勝木ら 2)によっ

てぷ叩l伊 risの耕音品種袖巴.LelJK)ine'を供試した報告があ

り、 12月下旬に矧徐すると考察されているが、本研究で供試し

た 7ナベノレ'では 12月中旬となり、 ‘施le.LelJK) ine 'と比較

して早期に網漁される結果となった。また、勝木らの報告では、

12月下旬の促成開企伊寺期までの 8
0

C以下の平均気海経過日数が

51 日に対して、本研究で供試した‘アナベル'では 37~41 13 

と1O~14 日短かった。このことから、ライラックにおいてもサ

クラ 3)などの伯戎耕音と間様に、休眠覚醒に必要な自然低駈萱

遇量に品種間差があり、安定生産と加混コスト軽減を図るうえ

で、品種に対応した促成問安部寺期を把握することが重要と考え

られι

4まとめ

山形県におけるライラック‘アナベル'の実用的な促成開始

の前進限界期は、促成開柑i演に商品性の高い切り枝が収穫でき

る 12 月中旬と考えられ、封花日数は 36~41 日となる。また、

12月下旬以降の他求開始では到花日数は約 30日、 l月中旬以降

の促成開始では30日以下と短くなることが明らかとなった。
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図2 促成関古伊寺期と萌芳新要日数および到花日数(該験2)
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図4 偲求開榔寺期と務荊奇要日数および到花日数(試験3)
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